
アナログ検定2018のパンフレット



⽇時 2018年2⽉9⽇
10時15分〜11時15分

会場 ぐんま男⼥共同参画
実施機関 群⾺県アナログ関連企業協議会

（事務局︓群⾺県）
共催 群⾺⼤学 社会⼈学び直し養成

プログラム事務局
受検者数 46名
参加企業 9社

検定⾵景および成績優秀者表彰 分野別正答

アナログ検定2018の実施概要 分野 問番号 正答数 正答率

問01 40 87%

問02 27 59%

問03 30 65%

問04 8 17%

問05 14 30%

問21 6 13%

平均 45%

問10 17 37%

問11 32 70%

問12 31 67%

問13 17 37%

問14 22 48%

問15 9 20%

平均 46%

問07 32 70%

問08 18 39%

問09 14 30%

問16 ラグリードフィルタの利得-周波数特性 10 22%

問17 スルーレート 32 70%

問18 フィルタの減衰傾度 24 52%

問19 フィルタの過渡応答波形① 30 65%

問20 フィルタの過渡応答波形② 20 43%

問22 16 35%

問23 25 54%

問24 11 24%

平均 46%

問25 3 7%

問26 39 85%

平均 46%

問27 11 24%

問28 定電圧電源における負帰還回路 24 52%

問29 37 80%

問30 10 22%

平均 45%

問06 29 63%

平均 63%

正弦波の乗算の性質

負帰還回路の性質

(C)

負帰還

回路

(F)

ノイズ

EMC

スイッチング電源におけるスナバの役割 

負帰還回路のオーバーシュート

(D)

SPICE

パワーエレクトロニクスの熱設計

バックコンバータの電流電圧波形

雑音の計算

SPICEの解析手法

パッシブフィルタの高域遮断周波数

フィルタの位相-周波数特性

PLL回路の位相余裕

オシロスコープのプローブ②

(B)

OPアン

プ基本

回路

OPアンプのデカップリングコンデンサ

OPアンプ回路のサミングポイント 

OPアンプ増幅回路の利得計算

OPアンプ増幅回路の歪み

OPアンプ増幅回路の利得-周波数特性

OPアンプ増幅回路の高域遮断周波数

問題のポイント

(E)

パワエ

レ回路

(A)

アナロ

グ回路

基礎

オームの法則とキルヒホフの法則

Cのインピーダンス

コイルに発生する電圧

E系列

オシロスコープのプローブ①

トランス回路のSPICEモデリング



検定問題と解説の⼀部



－20dB/dec





単電源のOPアンプは入力電圧が負電源電圧まで使用できるのが特長です。

上記回路では正電源側が+15V、負電源側が0Vです。したがって入力電圧
範囲は0V～となり、出力電圧は 0V～13Vになります。

(a)～(d)の信号源は－電位が含まれるので正常に増幅できません。

(e)の信号は＋0.5V～3.5Vの範囲なので (R1＋R2)/R1＝3倍 され
+1.5V～10.5Vになり、正常に増幅されます。したがって答えは(e)です。



電圧負帰還では裸の出力インピーダンスが負帰還量だけ低くなる。

裸の出力インピーダンスが50Ωで1kHzでの負帰還量が40dB(100倍)

50Ω÷100＝0.5Ω したがって答えは(c)です。



パワートランジスタの消費電力は 1 V x 10 A = 10 W

したがって、

ジャンクション温度 ＝ (10W×(1℃/W+0.5℃/W＋2℃/W))+３0℃＝65℃

答えは (a)65℃ です。


